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広 報 部 TEL：03-6228-1389 

 

環太平洋の新しい時代を築く、シンクタンク 

「パシフィック・アライアンス総研」設立のお知らせ 

 

 この度、2017年３月 21日に、「環太平洋の新しい時代を築く、シンクタンク」であるパ

シフィック・アライアンス総研株式会社（本社：東京都新宿区、代表取締役所長：渡瀬 裕

哉、代表取締役社長：小松 裕介、英語名：「Pacific Alliance Institute, Inc.」、以下「PAI」

という。）を設立いたしました。 

PAIは、伝統的な自由主義の価値観に加えて、経済成長の必要性に鑑み、高度な理論や洗

練されたアイデアによって、環太平洋の新しい時代を築くために設立されました。 

PAIは、米国及び日本の政治・経済等の情報分析を中心としたシンクタンクです。 

PAIでは、１）国及び地方自治体の政策にかかる調査・研究及びコンサルティング、２）

政治及び選挙にかかる調査・研究及びコンサルティング、３）メディアにかかる調査・研

究・コンサルティング及び運営、４）ＰＲにかかる調査・研究及びコンサルティング、５）

情報分析及び情報提供サービス、６）講演会及びセミナーの開催を行います。 

 所長には、渡瀬裕哉氏が就任いたします。同氏は、約 10年にわたり、日米間のビジネス

サポートに取り組み、米国共和党保守派と深い関係を有することから Tokyo Tea Partyを創

設。全米の保守派指導者が集う FREEPAC の日本人初の来賓です。昨今では、当初より一

貫して、米国大統領となったトランプ氏の選挙での勝利を情報分析し、米国共和党保守派

に関する知見を活かし、金融機関等へのアドバイスをしております。 

 PAIは設立にあたり、米国共和党政権との関係が深いとされるグローバー・ノーキスト氏

（全米税制改革協議会会長）、トーマス・マクデヴィット氏（ワシントン・タイムズ紙会長）、

アレハンドロ・チャフェン氏（アトラス経済研究財団会長）等との連携を予定しています。 

 今後、PAIでは、ワシントン、ジャカルタ及びデリーでの事務所設立を行い、本格的な事

業展開をしてまいります。 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ 

パシフィック・アライアンス総研株式会社  担当：小松 info@p-a-i.org 

受付時間 ９時～17時 ＴＥＬ：03-6228-1389 ＦＡＸ：03-6745-8977 

mailto:info@p-a-i.org
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別紙 

 

渡瀬裕哉 

早稲田大学公共政策研究所地域主権研究センター招聘研究員。Tokyo Tea Party 事務局長。

1981 年生まれ。早稲田大学大学院公共経営研究科修了。東国原英夫氏など自治体の首長・

議会選挙の政策立案・政治活動のプランニングにも関わる。日米間のビジネスサポートに

取り組み、米国共和党保守派と深い関係を有することから Tokyo Tea Partyを創設。全米の

保守派指導者が集う FREEPAC の日本人初の来賓。その知見を活かして、日米の政治につ

いての分析を発信している。 

 

 

「トランプの黒幕 日本人が知らない共和党保守派の正体」 

著 者：渡瀬 裕哉 

出版社：祥伝社 

2017年４月１日発売 

 

2016年の米国大統領選において誕生したトランプ政権。 

なぜ、多くの日本人は「トランプ敗北・ヒラリー勝利」の誤っ

たシナリオを妄信してしまったのだろうか？ 

その原因は、米国共和党についての基本的知識、特に共和党保

守派の重要性についての認識がなかったことにある。そして、

それはトランプ大統領が就任してからも何も変わっていない。  

今、米国では民主党から共和党へ、そして共和党主流派から保

守派へという二重の政権交代が起こっている。 

トランプ政権の誕生は、単に「白人低所得者層の不満」や「ポ

ピュリズム」が理由などでは、決してない。 

にもかかわらず、トランプ当選後のメディアは、「隠れトラン

プ」の支持などという大嘘の説明を続け、自らの誤りを検証し

ていない。このままでは、日本は今後の対米認識と対応につい

て、致命的なミスを犯すであろう。今、私たちはトランプに関

するメディアや有識者らのヒステリックな反応から距離を取

って、トランプ政権の本質に迫る冷静な考察を深めなければな

らない。 

早い時期からトランプの当選を予測して話題の著者が、メディ

アが伝えないトランプ政権の本質に迫る。日米関係、そして世

界情勢の今後について考えるために必読の書。 

 


